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すぎもり地区協議会会長 中島俊子

すぎもり地区協議会活動にご理解とご協力を賜りありが

とうございます。

昨年は災害の多い1年でした。観測史上まれにみる集中豪雨がいたる所で起こ

り、あっという間に川が氾濫、土砂崩れが住民を飲み込んでしまう災害もあり

ました。また、北海道では大きな地震が発生し多数の住民が避難所生活を余儀

なくされています。この様な災害の時こそ住民の助け合い、見守り、声掛けが

必要になりますし、自助、共助、公助の力が大切になります。そこでこれから

の防災には若い力と知識がますます必要になります。昨年は初めての試みとして、

杉森小学校の 3年生と4年生が「起震車体験」「煙体験」「119番通報,1練」「初期

消火訓練」「応急手当」等々を体験学習しました。地区教の防災訓練に参加する

ことで、防災意識を高め地域の大きな力になることでしょう。この防災訓練には

調布第3中学校の生徒さんも多数参加され、地域にとって大きな存在でした。

若い人達が地域を支え、共助の力が増すことで「すぎもり地域」の絆が強くな

ることでしょう。今年はペット副1練を通してペット同伴避難ができるようにな

ればと考えております。

どうぞ皆さまこれからもすぎもり地区協議会活動特に「防災活動」に

参加し、地域の絆を深めていきましょう。

11月 9日 (金 )、 火災予防業

務協力者表彰式において、調

布消防署より感謝状をいただ

きました。
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第4回すぎもり地区協議会主催の

防災訓練が 10月 13日 (土)行われまし

た。今回は、杉森小 3年生と4年生の

体験学習として実施しました。訓練に

は、地区協メンバー以外に開放委員

会・健全育成推進委員会。地区連合会・

PttA O女性防火の会・三中生徒ボラ
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調布消防署 国領出張所のみなさん

ンティアと大勢のみなさんにご協力いただきました。学六ヾ姿、

体験する姿が防災意識を高め、子どもを通して保護者・地域

のみなさんにも波及していければよいと思います。

スターツCAM(起震車を提供 )
石田岡1志さん、石田滉―さん

NPO法人災害救難活動
赤坂さん

調布市消防団第七分団のみなさん

調布三中のみなさん
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J。 おう急手当は、ビニールぶくろでも役にたつのだなあ
と思いました。

。けむり体験は本物の中に入つたら、□ですったら死ん

でしまうんだな一。と思つて中に入つたら□ですって

しまって本当に死にそうになりました。この体験をやっ

てどう身を守ればいいかがわかりました。

・AED取扱訓練の心ぞうマッサージが少しつかれまし
た。でも本当にあつたら、がんばります !

・きしんじゃ体験が楽しく感じました。でもじつさいの

じしんだったらとてもこわいことだなあと思います。

・119番くんれんでは燃えている場所がわからない時は

大きいたてものの名前を言えばいいことを矢□りました。
。今まで消火器のつかい方をしらなかつたので、教えて

もらってこれで火災のときも少しは安心できるかなと

思います。

・はんそうくんれんは思つたより重くてたいへんだった。
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先日、 9月 6日 に起こった胆振東部地震の被災地の

厚真町に行ってきました。そこで、厚真中央小学校

池田健人校長先生に次の言葉を教えていただきました。

元々は、熊本震災当時、広安西小学校長で、現在熊本

県山都町教育長を務められている井手教育長の言葉だ

そうです。

「復旧」～堤防や道路など壊れたものを元通 りに戻して

生活の便利さなどがよみがえるために工事などに取 り

組むことです。例えば、災害で壊れて電車が通れなく

なった線路を、電車が通れるように元通りの形に戻す

ための作業です。

「復興」～元通りの便利さを取り戻すだけでなく、知恵

を集めて災害で失ったものや心の傷を乗り越え、もう

調布市立杉森小学校校長 森田 康之

一度元のような元気を取り戻し

活気のある町を目指して発展し

ていくために取り組むことです。

「復幸」ん「復旧」や「復興」の取組が一日も早く進むこと

を願うことはいうまでもありません。が、地震より前

に当たり前と思っていた幸せにあらためて気付き、もっ

と幸せな社会をつくっていこうという願いを表してい

ると思います。これは、大人だけだとか工事の専門家

の仕事ではありません。例えば、「おはよう」「ありがと

う」「大丈夫 ?」 と声にすることは「復幸」に向けた一番

の行動です。「復幸」とは、誰にでもできる幸せを探し、

その幸せをつくる取組です。

すぎもり地区協は、「復幸」の心配は必要ないですね。



秋晴れのもと杉森地域運動会が行

われました。

すぎもり地区協議会競技「急げお助

け担架 |」 は、体重35キ ロの太郎、

二郎、三郎君を担架に乗せ、4人一組

で力を合わせリレー形式で運びます。

途中で担架から人形が落下してしま

うチームも多く、「優しく丁寧に安全

に救助してください。」のアナウンス

に笑いが起こるなど、和やかな楽し

い競技となりました。

日曜日の午後、地域のみなさんが楽しみにし

ているオータムコンサートが今年も華やかに開

催されました。多くの方が来場し、杉森小 PTA
コーラスサークル「かえるグラブ」の合唱、三中

吹奏楽部の演奏を楽しみました。

H31年 1月 6日 (日 )

お鶴し藝あモ         :
主催 :子ども会(申し込み制)会場 :杉森小学校校庭
獅子舞が来てくれたり、お正月遊びのこま、お手玉、羽根

つきなどで遊べます。地域のおじさん達がお餅つきを披露

してくれます。つきたてのお餅は、もちろんお雑煮にしてい

ただきます。

2月 3日 (日 )※雨天2月 10日

マジソン
主催 :4地区健全育成推進委員会
会場 :多摩川河川敷&土手

杉森地区、染地地区、第二地区、布田地区の4つの健全育

成推進委員会が合同で行つている、耐寒マラソン。子ども

は低学年～高学年まで、それぞれのコースを走ります。中

学生以上、おとなの部もあり、3kmを走ります。

2月 17日 (日 )

A ―ツ
主催 :杉森小学校開放委員会 会場 :杉森小学校
第3回フラバールバレー大会

どなたでも楽しめる競技ですので、ふるつてご参力0下さい。

3月 29日 (金 )

M鶴市立第二 躁絞瞼軋楽鰈
穐雖国 ‖
会場 :グリーンホール大ホール 17時 30分開演

三体の人形よ、鈴木さん、

宮本さん 他、地区協運

営委員の手作りです

福祉や介護に関する相談等は…

高齢の方やそのご家族が、地域で安心して暮らせるよう、

福祉や介護に関する様々な相談ができる総合相談窓□とし

て、調布市から委託を受けている機関です。担当地区は染

地 2、 3丁目、国領町ア、8丁目(8丁目 1、 4番地を除く)

です。お電話での相談や、状況に応じて職員がご自宅に訪問

することもでき、適切なサービス等をご案内しております。

〈電話〉050-5540-0860 (9:00 -18:00)

生活の相談、仲間づくりの相談等は…

誰もがいきいきと安心して暮らしていくための生活の相

談、趣味やボランティアを通した仲間づくりの相談の窓□と

して活動しています。

颯 染地地域福祉センター内 ボランティア室
ボランティアコーデイネーター  渡遷久美子
TEL 481-3790 火―‐」19時-17時
瘍 調布市総合福祉センター内

地域福祉コーデイネーター   中村 竜
地域支え合い推進員      北島正也
TEL 481-7693 月～金 9時～ 1フ 時

体育館の入り□付近も

楽しげに飾り付けられ

志した |
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